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I 目的

沿岸漁業構造改海事業;こ伴う湖沼川誌の発明、企図るため昭和 30 '~fH!t、二は小川晴湖周辺も討の指

定を受けたので続失汁:ぷを〈正案 Jるための汗料を得るーめ湖消のな:Uhi--r~i鴻査を村となったυ

E 方法

al同庁1'1i切沼観測を主とし、 せ，I~: j Jに計八1!f点色:>主めノfJ\;~'

測定器具は下記によった。

水i品 4十一ミスター

PH  ガラス屯極PH.;(-( 

測深 νツド

f采7]<. ....エツクマン員長{f!J深水4ijs

ェ丞B)投， 1容存酸系，塩素設は一般J去に準，_/之。

また定置観測はfiI2の事Z良について行ったわ

えに判定，!~宇 7J~ を行った。

水位 上北町側捜橋の突端.こ様ね:をJ決りつけ，毎日午前十時読みばつだ勺との作業は小

JilJ京湖漁協の峨員に{衣領した。

7]<.{J且 俊橋付近の水深 2mの処に自記水温計を以りつけ，水深 11且の温度を測定した。

直結果及び考察

1. 7]<.イ立tこついと

水位変動の最大は 7!j 1 5 H })十 1守C況で 7月p仁')1 0月に至る閣のi元主義伎の差は 46 C勿で

あった。日変化の1犬Ji.~を見ると 7~~~'t立に変化のないとi が最も多< ( 2 '3け)，火いでー 1C1!t(22日)

となっている。減水:1主主と増水日放の今計は冬三 5り日， ) L.日で減iJ<日のIjが遥かにきラ〈なっ

ているつこのI!j(rijとしては高瀬ll!ρY排 1)<後手:)1;'，く涜人ぷ誌の変幼に応じきれないことを示して

いる。水生変動の特徴として， (1)水位の昇降が大きいとと， (2)水位の変動が不規測であることが

あげられる。

之 水温について

自記水温社による最高水晶は 7}j下旬から 8庁上旬に見られ" 2 9.4'0が記録された。この湖

は冬明会期耐が給水するので，最低 2.7- 3.0"0まで低下する。水温のi鍾層はこの湖の場合塩素

l量と時系が深<， i長崎水に塩素電の高い水カ句字在ずる場合に現れ易い。 5月の観測では， 20m  

付迂， 6 }jでは 15~201且， 9月では 15m， 1 1且では逆列成層をなし 15 !且以深に擢層が

あって，秋季循上授の兆候を見せている。 19 6 3年7庁30臼に水温を測定した時の結果では，

水凍 5rnのところに顕著な雄官が見られた場合もあり，年によって変化するものと考えられる。

年較差は最深部で9.0'0，表層で 24.3/0である。また最高水温に達する時期は表層で 7Ji下旬

~ 8 fj c旬，最/究部で 11 f:j上旬となり，約 3ケJiのずれが見られる。
3. 権素i歪について

流出河川としずの高瀬川は，潮位の高い場合‘まi海水逆流のための水路にもなっており，したが

って湖水の塩素忌がや』高く々っている。

海水は湖に入る場合相当稀釈されるものの比重が高いため湖底を伝って己表部に停滞することが多
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い。以前は高瀬}IIの河口が療を企によって間選きれることがしばしばあり水田に大きな障害を来た

していた。それを防ぐため河口 :1と岸に突堤が設け内 ~--0，排水がスムーズに行なわれるようになっ

た反面，海水の逆流も激しくなり，湖南の窓素子1も多くなって釆た。その状況は築2表に示すと

おりである。

4. PHについて

4回の観測を通じて最も高かったのは 11庁調査点 10の表層で 7.83，最も低かったのは?

月調査点 11.15m層の 6.4 2であったハ)丘!費水の塩素乏が高いところは Pi'lも海水のアノレカリ

によって高くなって上い筈であるが，ヰーうならないのは茂素弓が少心還元状替にあるからと考

えられる。

5. 俊素量について

酸素置は 4回の観測について見ると， 5 J1 は全般に‘入 5:Dg./.tで， 1 5 ，~之口 f且層以下に峻

素の少いところが見られる。 4日は 1部に極端に!高い部分が出羽し今期却をつきじ鼓高の 14.56呼ノイ4

， 1 4 8.1 %となっている。まと酸素送の最も少い層もこのとさに現われ，湖の最深部で O.0 7 

尻，}/1 0.6%と殆んど無気層に近L、状態となっている。 9fj は守 5 呼'/1 前後で，表層から 5~

1 0皿までの大部分が過飽和になっている。然しJA;，尋水は依然として少く， 3. 0 9 ill'J/ι29.3 % 

と少い。 11月は垂直循環期に入ったため全般に竣副主豊富に存在し， 1 0~11nl'J/1 に達し

ている。

6. 透明度

透明度を左右する要肉としては，浮泥号をとプランクトン置が考えられる。本湖の場合南西部が

ー艇にノl哨入河川の浮泥によるもので，湖の中央部では 5A 3. 7血， 6弓4.5m， 9月5.0I且11

庁4.0mで?月が肢も大きくなっている。

7. その他について
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本湖は海水の逆流により，汽水性を示している。然し汽水といっ亡もその程度は表層，中層と

も0.5;;/1前後で淡水に近く，!底薄.7)'¥iこ3~ 5 g/1 の'FJ;調7~ を見ることがさきる。このよう

に底J習に比重の大きな水をた〉えているi;tJiiふ垂直循i廷がモ骨子、，;_j与の湖にiニヒぺて痔い筈であり，

したがって栄養塩の循穫もミわしくないだろう"秋.~tfi1訟に去にらr素量が各曹とも名く /f り，且つ

透明度が小きくなっていちのもこのことを実付けてい与っ

本j胡に注ぐ最も )~ð な (cT Il I である七戸 ]!j (川 ~l;: 1 GちG‘/:::;←己 ) ~l ，. 現在上北鉱山の排水に

より甚だしく汚染きれており，主要汚染!;:Z~rj "，~~ dうる主主，続にぶ長名手当主~A二 j胡にまで及ぼしつ h あ

る状況で，待に河口付近は危険な決惑におふれ，亡いる。〈情 1~ 三 l送: ) 

なほ本調査の詳細について土 40 i手1ij常ITtj¥ill原湖地域仮興計画調夜報告ヨを参胤されたい。



事 1-1表 湖内観測記録
(1964.5、28)

i::l日
一一一一トー

6.9 

7.0 I 1 0.0 5 

1 0 I 13.5 I 9.58 I 9 1. 8 I 0.4 1 I 6.9 1 
トー一

1 4 13.4 9.49 90.7 0.4 2 6.9 

い746 五7 。 1 4.1 9.61 9 1.7 0.42 7.0 

5 1 3.6 9.7 8 93.9 0.42 7.0 

7.1 
トー←

6.9 

7.0 

7.1 
トー

51238531三 14.0 7.2 1 1. 1 5 

1 3.4 I 9.7 7 I 9 3.4 I 0.4 2 7.1 

1 0 1 3.3 9.61 9 1. 7 0.43 7.0 

15 13.2 9.36 89.1 0.46 7.0 

20 1 1. 0 3.5 1 3 1. 8 3.7 9 6.9 

2 4 5.2 5.40 7.1 

6 22.0 3.7 日 14.2 9.59 93.3 0.42 7.2 1 1.4 0 

5 13.4 9.46 90.4 0.43 7.2 

1 0 13.2 9.50 90.4 0.41 7.1 

1 5 12.2 0.49 6.9 

20 11.2 5.25 4 8.0 2.85 6.9 

22i  1 5.8 
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第 1-2表

水深 1透明度

5.守 4.0 

4，5 

5 

6 23 4.5 

。
5 

J胡内観測記録
(1964.6.24) 

'1' W D.O % 01.. 

1 8.1 8.59 9 0.2 0.42 

1 7.1 8.28 0.4 1 

PH  

7.20 

7.22 

日 7.40 

5 I 1 6.7 I 9.84 I 1 00.3 I 0.4 1 I 7.48 

10 I 14.9 111.35 I 111.6 I 0.42 I 7.40 
i1  5 I 1 3.6 I 7.6 7 I 7 3.3 i 0.5 [J I 6.9 6 

16.9 

日

o I 1 9，5 I 1 2，0 7 I 1 3 0，4 I 0./1 2 I 7，5 4 

7，3 1 

日 1 8.9 1 3，15 1 40，6 0，4 1 7.58 

5 1 7，4 8，95 92.6 0，42 7.30 

1 0 12，8 8，4 4 8 1.0 0.4 4 7.20 

15 手.8 7.6 0 66.5 0.48 7.1 0 

20 7.8 6，5 1 54.6 0.64 6，82 

22.3 25 

。 1 9.7 9.02 9 7.8 0.43 7.7 0 

5 1 8.0 9.20 96.4 0.42 7.70 

1 0 1 6.7 8.47 86.3 0，45 7.30 

1 5 1 5.1 7.7 8 76.8 0.48 6.82 

2口 1 3.0 

23 6.7 0.07 0.6 4.67 7.1 0 
I 」一一

一 一

ザ
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第 1-3表

ド十円 透明度|

4.0 

3.5 

2 1 2.5 2.4 日

5 

↑口

1 2 
トー

4 23.5 5.0 。
5 

1 0 

15 

20 

23 

6 22.5 5.0 。
5 

1 0 

15 

湖内観測記録
(1964.9.8) 

TW  DO  q6 c.i 

21.6 9.6 4 108.4 0.22 

20.0 9.6 2 日.26

20.4 9.47 1 0 4.2 0.24 

PH  

7.49 

7.40 

7.29 

1 9.7 9.02 9 7.8 

800345497ア722207 0 1 9.2 ヲ.45 1 0 1. 5 

1 7.9 9.45 98.9 

20.1 9.35 1 02.2 0.38 7.5 1 

20.1 9.18 1 0 8.3 0.38 7.5 1 

1 9.8 9.13 9 9.2 0.38 7.48 

19.2 2.日4 21.9 0.65 6.5 1 

13.6 5.26 50.4 日.95 6.60 

1 1. 6 3.34 30.6 1.65 6.82 

20.1 8.98 9 8.1 0.36 7.43 

20.0 9.26 10 0.9 0.37 7‘47 

2 0.0 9.03 98.5 0.38 7.39 

1 9.3 8.80 94.6 0.8 2 6.43 

1 4町30 

~元・国持1

1 6.1 5 

10.20 
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E 七 水深 透明度 TW D 0 % 。1. PH 

20 14.4 4.3 1 41.9 1.16 6.6 1 

22 1 3.3 3.09 29.3 1. 1 8 も.守色

B 6 5.5 。 2 0.2 l-EUUーごと~L

536 



第 1- 4表

3 16 

4 22 

5 23 

1 3 

3.口 D 

5 

1 0 

1 5 

4，0 D 

5 

1 0 

1 5 

20 

4.0 。
5 

1 0 

i胡!メヨ観測記録
(1964，11. 12) 

9.5 1 1.35 9 8.8 0.37 

す.宇 1 1.69 1 02.1 0，35 

9.8 1 1. 6 5 1 0 1. 9 0.3 1 

9.8 

10，4 

10.2 

10.2 1 1.6 0 1日2.4 0.4 1 

10.2 1 1.4日 1 00.6 0.41 

1 0.1 1 1. 2 6 99.1 0.4 1 

11.8 3.82 35.1 2.16 

12.4 

10.4 1 1.46 1 0 1. 7 0.42 

10.2 1 1.48 101.3 0.42 

10.2 0.42 

1 1. 5 1 1 0 1. 6 0.4 2 

I'--r-; o ! 11.3 2.93 26.6 2.02 

23 12.0 

7，68 

7，7 3 

7、も 7

7，62 

7.7 1 

7，69 

7.68 

7.7 5 

7.42 

7.1 7 

7，7 0 

7，7 3 

7，65 

7.63 

7.08 
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第 2表 調査点 5における塩素誌をの経年変化

観測月日 11947 1 948 ;ι 1959 I 11 1962 
8. 27 3. 26 1 1. 121 12. 1 0 1 2. 20 6. 18 

o L且 O_ 19 0.20 0.1 9 I 0.1 7 0.4 7 0.50 

5 III 0.20 日27 0.1 91 日.17 0.4 7 

0.29 0.26 0.24 0.19 0.18 0.49 

1 5 10 0.44 0.32 0.30 0.23 0.1 9 口.18 日.51 0.52 

2日血 0.60 0.31 0.41 1.46 0.19 0.18 。.51 4.52 

24 rn 4.15 月.44 1.1 2 0.29 

観測者 ( 1 9 4 7・ 8 -1  9 4 8. 1 1 沖津

1 9 5 9. 1 1- 長峰

※ 調二台j点 6における測定値

印
刷
唱



第 1 図 表!膏水の Fe.Cu含有量

F6 m'j/l 

Cu f-g/l 
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0.33 

._ 0.29 
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れ 2 I浸 志賀の F'e脅
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